
鏡石町立鏡石中学校校舎の耐震診断結果

１ 鏡石町立鏡石中学校校舎の概要（昭和５６年以前建築分）
・建築年次 昭和５２年～５３年に分けて建築
・構 造 鉄筋コンクリート２階建
・規 模 延べ面積 ３，７５７㎡ ２棟

２ 耐震診断結果
区分 建 築 年 延べ面積 Is値 耐震性 補強等 （校舎略図）
階数 ランク 要否 特別教室

第１期棟 昭和５３年 2,309㎡ 0.610 Ｂ 要
２階 第１期棟

第２期棟 昭和５３年 1,448㎡ 0.600 Ｂ 要 第２期棟

２階
※ Is値は各棟各階での最低値を示しています。 （校 庭）

※ Is値（構造耐震指標)について
①建物の強度、②建物形状、③経年劣化等の要因から決まる建物の耐震性を表す
指標で、この指標に応じた耐震性ランクは次表のとおりです。
耐震性ﾗﾝｸ Is値（構造耐震指標) 構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性
Ａ Is≧０．７ 大規模な地震の震動及び衝動に対して倒壊し、

又は崩壊する危険性が低い。（文科省評価）
Ｂ ０．７＞ Is ≧０．６ 大規模な地震の震動及び衝動に対して倒壊し、

又は崩壊する危険性が低い。
Ｃ ０．６＞ Is ≧０．３ 大規模な地震の震動及び衝動に対して倒壊し、

又は崩壊する危険性がある。
Ｄ ０．３＞ Is 大規模な地震の震動及び衝動に対して倒壊し、

又は崩壊する危険性が高い。
※ 建築物の耐震改修の促進に関する法律に基づく告示（平成１８年国土交通省告示
第１８４号）によります。ここでいう「大規模な地震」とは、概ね震度６強以上を
想定しています。

※補強等の要否
法律上の耐震改修の扱いについては、耐震改修促進法で定められており、I ｓ値

0.6以上であれば統計的に被害が少ないという結果が出ています。
しかしながら、学校の場合は公共施設としての重要性から、文部科学省が Is値 0.7
以上の建物を補強等の必要が無いものとしています。

３ 今後の耐震補強等について
町立鏡石中学校については、耐震診断の結果、大規模な地震等により倒壊等の危
険性が低い I ｓ値０．６以上であることから、統計的に被害は少ないと考えられま
す。しかし、学校の場合は公共施設としての重要性から、耐震性をＡランクとして
いるので、今後、文部科学省の基準（Ｉｓ値０．７以上）を達成するため、どのよ
うな耐震化計画が必要かを検討したいと考えています。
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